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束稲山麓地域の世界農業遺産認定に向け

た取り組みや地域の活動などを紹介します。

【世界農業遺産シンポジウムを開催】

「束稲山麓地域世界農業遺産シンポジウ

ム」は12月２日に平泉ホテル武蔵坊で開催さ

れました。

当日は地域住民など約100人が参加。協議

会による取り組み報告の後、富士大学の岡田

秀二学長が林野と森林保全との連携の必要

性について、ＮＰＯ法人里山自然学校はずみ

の里の阿部慶元氏が動植物調査結果と景観

保全との関連について、それぞれ講演しまし

た。

また、束稲山麓地域の魅力を発信する目的

で行われた束稲山麓地域写真コンクールの

表彰式も行われました。

最新情報はこちらから

ホームページをＣＨＥＣＫ！ きらめきマラソン 検索

■大会ＨＰアドレス http://oshukirameki.jp

※市公式サイトのバナーからもアクセス可能 きらめきマラソン 検索きらめきマラソン 検索
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運営ボランティア運営ボランティア・・

応援隊を募集しま応援隊を募集しますす

５月20日開催の第２回大会の情報を、５月まで毎月お届けします。

■問い合わせ＝いわて奥州きらめきマラソン実行委員会事務局（江刺総合支所・内線334、335、336）
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一関・奥州・平泉
３市町合同企画 束稲山麓地域の世界農業遺産認定に向けて

■問い合わせ＝本庁農地林務課
農村保全推進室（内線372）vol.7

◎大会運営ボランティア・いわて奥州きらめきマラソン応援隊を大募集！

第１回大会参加者から、大会当日のボランティアスタッフと沿道の応援に対する感謝の声が多数寄せられて

います。それは、奥州市のおもてなしが全国のトップレベルだと賞賛されている証。第２回大会も引き続き皆

さんのご協力をお願いします。

【大会運営ボランティア】

■応募期限

１月31日鐘

■対象

本大会の趣旨に賛

同できる個人、グ

ループまたは団体

■活動時間

午前７時～午後４時（若干前後することがあります。

係によって時間は異なります）

■活動内容

給水所でのサービス、完走証や参加賞の受け渡し、

ゴール付近でのドリンク配布など

■応募要件

○平成30年度時点で中学生以上の人（応募時点で中

学生未満の人は保護者の同意が必要）

○事前説明会に参加できる人（日時、場所など詳細

は後日お知らせ）

■その他

事前説明会および大会当日の集合場所には各自でご

参集願います

【いわて奥州きらめきマラソン☆応★援☆隊★】

■応募期限

２月28日鐘

■募集数

20団体（原則１

団体20人以上）

■応援内容

ランナーへの声援、郷土芸能、楽器演奏、ダンスなど

■実施場所（時間）

■その他

場所と時間は、応募団体と事務局で協議して決定

【共通】■申込用紙の配布場所

実行委員会事務局、本庁総合案内、総合支所総務企

画課（水沢は総合支所事務局）に配架のほか、大会

ホームページからもダウンロード可能

羽田地区（8:30-10:00）水沢常盤地区（9:00-12:00）

水沢
愛宕地区（8:45-11:30）

江刺
真城地区（9:30-12:30）

岩谷堂地区（9:00-11:00）姉体地区（8:00-9:00）

白山地区（8:00-14:30）前沢黒石地区（8:15-9:45）
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今
回
は
、
文
科
省
有
識
者
会
議
の
動
向
、
水
沢
高
校
筑
波
研
修
発

表
会
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第

回
50

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
室
（
内
線
４
１
５
、
鯖
鰻
２
５
３
３
、
死ilc@city.oshu.iwate.jp

）

指
定
さ
れ
て
い
る
県
立
水
沢
高
等

学
校
で

月
５
日
、
英
語
ポ
ス

12

タ
ー
に
よ
る
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年

月
に
Ｋ
Ｅ
Ｋ

10

（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機

構
）
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
）
な
ど
で
研
修
を

行
っ
た
理
数
科
２
年
生
の
生
徒
た

ち
が
、
そ
こ
で
学
ん
だ
内
容
を
ま

と
め
た
英
語
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
し
、

発
表
。
発
表
者
の
一
人
で
あ
る
角か
く

地
要
さ
ん
は
「
Ｋ
Ｅ
Ｋ
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ

ち

か
な
め

と
同
様
、
大
規
模
な
加
速
器
研
究

施
設
。
中
学
生
の
と
き
も
市
の
科

学
体
験
研
修
で
見
学
し
た
が
、
改

め
て
見
学
し
て
さ
ら
に
理
解
が
深

ま
っ
た
。
英
語
で
の
発
表
は
、
今

回
が
初
め
て
で
練
習
が
不
足
し
て

い
た
。
こ
と
し
５
月
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
）
の
英
語
発
表
会
で
は
頑

張
り
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
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県
南
広
域
振
興
局
が
主
催
し
市

な
ど
が
共
催
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
決
定
し

ま
し
た
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
小
学
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
低
学
年
の
部
１
４
８
点

（
う
ち
市
内

点
）、
高
学
年
の

43

部
２
１
０
点
（
う
ち
市
内
１
２
８

点
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
市
内
児
童
の
入
賞
作
品
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
本
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

質疑応答も英語で行われ質疑応答も英語で行われたた
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部
科
学
省
で

月
５
日
、
８

12

回
目
の
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
日
本
誘
致
を

検
討
す
る
有
識
者
会
議
」（
座
長
・

平
野
真
一
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
、

委
員

人
）
が
開
催
さ
れ
、
国
際

14

委
員
会
が
承
認
し
た

建
設
方
針

に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。
今
回
の
国
際
委
員
会
の
承
認

に
よ
り
こ
れ
ま
で
有
識
者
会
議
が

議
論
の
前
提
と
し
て
き
た
諸
条
件

が
変
更
と
な
る
た
め
、
同
会
議
内

に
設
置
し
て
い
た
科
学
的
意
義
や

コ
ス
ト
を
検
証
す
る
作
業
部
会
を

再
設
置
し
て
、
詳
細
な
議
論
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１

月
に
も
作
業
部
会
の
会
合
を
予
定

し
て
お
り
、
こ
と
し
の
夏
頃
と
見

込
ま
れ
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
の
政
府
判

断
に
向
け
、
さ
ら
な
る
議
論
の
加

速
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
は
、
引
き
続
き
有
識
者
会
議

の
状
況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
や
県
な
ど
の

関
係
団
体
と
密
接
に
連
携
し
な
が

ら
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。
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県
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
モ
デ
ル
校
に

※
整
備
延
長
を

熟
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
段
階
的
に
拡
張
し
て
い
く
計
画
で
、
初

20

期
コ
ス
ト
を
最
大

諸
削
減
で
き
る
見
込
み
。
世
界
の
加
速
器
研
究
所
の
所

40

長
ら
で
構
成
す
る
国
際
将
来
加
速
器
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
で
承
認
さ
れ
た

12月３日に行われた表彰12月３日に行われた表彰式式

※

Ｉ
Ｌ
Ｃ
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

市
内
入
賞
作
品
紹
介

お
う
し
ゅ
う
ヒ
ッ
グ
ス
く
ん
の

繋

【
高
学
年
の
部
】

優
秀
賞

人首小学校５年 西岡 凛 さん
「みんなの夢を未来へつなげ」
ＩＬＣが早くできるといい
なぁと思いながら描きました。

優
秀
賞

黒石小学校６年 及川 美海 さん
み み

「奥州から宇宙へ！」
ＩＬＣを知ってほしいのでト
ンネルを目立つようにしました。

優
秀
賞

水
沢
南
小
学
校
６
年

佐
々
木
滉
正
く
ん

こ
う
せ
い

「
未
来
へ
！
奥
州
へ
！
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
！
」

ガ
ラ
ス
の
光
や
、
建
物
の
影
を
意

識
し
、
未
来
の
水
沢
を
描
き
ま
し
た
。




